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【本記事は複雑な制御をしている最新の軽自動車の電源に手を入れ実験しています。不慮の事態も考え

られますので試される方は安全に十分注意して自己責任でお願いします。】 

 

みなさんこんにちは。今回は私の

普段使う車にモービル機を取付

けたお話です。今年 7 月にホン

ダの軽自動車 N-WGN(エヌワゴ

ン)を購入しました。コロナの影

響で車の生産が滞る少し前のタ

イミングで購入できました。同じ

時期に人気が高い色を注文した

人は 2 ヶ月以上待たされたとい

う事で運が良かったようです。 

 

 

 

 

最近は軽自動車も装備が良くなりました       



この車に決めた理由は色々あります。走行時室内が静かで乗り心地がワンランク上の車なみで高速道路

では半自動運転が可能、その他の安全装備の大変充実していることでした。納車されて早速、以前の愛

車に積んでいたモービル機 ID-5100D を取付けたかったのですが、最近の車はみんなかなり作り込ま

れた室内なので ID-5100 の大きなコントローラーを取付けるのに十分なスペースが見つかりませんで

した。私のモービル機取付けに対するこだわりもあり、悩んでいるうちに 1 ヶ月以上の時間が経ってし

まいました。 

 

私のこだわりとはダッシュボード

上などに、いかにも「アマチュア無

線やっていますよ」的にコントロー

ラーをつけたり、取付けの為に内装

に穴をあけたり、粘着テープを貼っ

たり、取付けた跡が残るようなこと

はしたくないということです。これ

は新車だからというのではなく、こ

の前に乗っていた中古で購入した

車でもルームミラーの根本までコ

ントロールケーブルを隠ぺい配線

してミラーの上にコントローラー

を取付けていました。この場所は意

外目立たず。一般の人を乗せた時で

も「これは何ですか?」という質問を 

受けることが全くありませんでした。車にモービル機を取付ける。こんな単純なことでも自分なりに工

夫して上手くいけば楽しいものですね。そんな感じで何とか目立たないように、スマートにコントロー

ラーを置くことはできないものか? と悩み続けていました。 

 

■1. コントローラーの取付け場所の検討 

しばらく新しい車に乗っているうちにあまり使うことのないスペースがあることに気が付きました。 

 

このセンターロアーボックスは比較的に大き

な収納スペースですが、低い位置にあるので頻

繁に入れたり出したりすることに適していな

いスペースでほとんど活用していませんでし

た。この場所にコントローラーをつけるといち

いち操作のたびにしゃがみ込む必要があり

少々不便ですが ID-5100ではハンドマイクで

大体の操作が可能なのでそれほど不便ではあ

りません。そこでこの場所にどうにかしてコン

トローラーを取付けてみることにしました。 

センターロアーボックスを活用      

以前の車ではルームミラー上に取付け 



■2. コントローラー取付け 

肝心の取付け方法ですが、幸い手元に7月

号の HFJ-350M 二刀流で使用したアル

ミアングルの余りが大量にありましたの

で、純正オプション MBA-2 と組み合わ

せてコントローラー取付け枠を組んでみ

ました。 

 

 

 

 

 

アルミアングルで枠を組んでテスト 

 

仮に組んだアングルでは上部に長すぎてロアーボックスに物を入れることができなかったので切断し

ます。 

  

上部にはみ出す部分を切断してラッカースプレーで塗装  裏側: 外部 SP 用鉄板と固定に使う配線バンド 

 

外部スピーカーには手持ちのマグネットブラケットがついている第一電波工業の小さな古いモデル P-

600 というものを使用。マグネットにつける鉄板

もアングルに接着。ロアーボックス口の下端に絡め

る配線クリップバンドをネジで 2 個取付けていま

す。カーペットに接する面にはマジックテープの尖

った面を貼りつけカーペットに噛ませて動かない

ようにします。 

 

カーペットに接着というか抵抗を持たせます。左右

アングルからのネジ止め式配線クリップをロアー

ボックス下端に引っ掛けます。これでコントローラ

ーの固定が可能になりました。 コントローラーを取付け可能な状態 



■3. 電源の確保 

無線機電源の配線方法を紹介

します。最近の車はエンジン

ルームに無駄な穴などありま

せんのでバッテリーからの配

線を室内に取り込むのには苦

労します。N-WGN には助手

席側外板とエンジンルームの

間に隙間があり、助手席のド

アを開けるとフェンダーとの

隙間にグロメットが見えてき

ます。ここを通せば室内に電

源線を取り入れることができ

ます。ただエンジンルームと

ドア側の間に遮音の為と思わ

れる細い隙間テープが貼られ

ているので上手く処理をして

入線してください。 

 

この配線方法は私が 2010 年

購入して乗っていたホンダの

フィットで取った方法とほぼ

同じです。確認はしていません

がホンダ車には同じ方法でバ

ッテリーから電源を引き込む

ことが出来る車種が多いので

はないかと思います。 

 

同軸ケーブルを出来るだけ短

くするためにアンテナはリア

ゲートに基台を取付けて本体

を後部座席下に設置しました。

したがってオプションのマイ

クロホン延長ケーブルを使っ

てハンドマイクを運転席近く

まで持ってきています。 

 

 

  

エンジンルーム助手席側外板との隙間に配線 

助手席側のドアとの隙間のグロメット 



■4. アイドリングストップで問題発生 

こうして ID-5100D を設置できてローカル局との交信を楽しんでいた時、問題が発生しました。送信

時、交差点から発進でアイドリングストップしていたエンジンが再始動すると無線機が OFF となり話

が途切れるようになりました。どうもエンジンルーム前部のバッテリーから後部座席下の本体までの距

離が長すぎてセルモーターが回ると無線機本体では許容以上の電圧降下を起こしてしまっているよう

です。 

 

■5. サブバッテリー搭載を検討 

このような電圧低下による電源ダウン現象の対策には昇圧コンバーター使い、エンジン始動時に下がる

電圧を 13.8V に昇圧する方式にて対策されているという話を聞いていました。しかし今回、どうせな

ら移動運用時に車載バッテリーあがりを意識せずに移動運用ができるようにサブバッテリーを設置し

モービル機への通常の給電も行えればアイドリングスタート時の電源ダウン対策になるのではないか

と考えていました。 

 

そんなときに「理想ダイオード」というものがあり、面白そうなキットが出ていることを知りました。

早速お取り寄せをしました。順方向電圧降下を意識しなくてよい、まさに「理想的」なダイオードです。

これがあれば鉛蓄電池同士のメインバッテリーとサブバッテリーを並列に繋いでやるだけで両方とも

充電してやることが出来ます。 

 

  



【くんれんコラム】 

理想ダイオードの巻 

 

一般にシリコンダイオードでは順方向に電流を流すと約 0.6V 程度電圧が低下してしまいま

す。これにより車の DC12V 車載バッテリーと逆流を防ぐ為にダイオードを通してサブバッ

テリーに接続しても、十分な充電電圧が得られないのでサブバッテリーを 13.8V 以上の満充

電することが出来ません。 

 

この問題を解決するために DC/DC コンバーターで昇圧して充電したり、市販の充電器を使う

為に一度 AC100V を作って充電器を動かしたり複雑な方法で対応していました。 

 

そこでこの理想ダイオード(Ideal diode)を使えば、順方向電圧低下を無視できる程度にするこ

とが出来るので電圧降下を意識しなくて良くなります。したがってこれと電流制限抵抗の簡単

な回路でサブバッテリーを十分に充電すること可能となります。エンジン停止時は車載バッテ

リーとリレーを使って縁を切ることでサブバッテリーを無線機専用電源として利用できます。 

 

ダイオードと言っても LTC4412 という小さな小さな IC と MOSFET とで構成された電子

回路です。米つぶより遥かに小さい IC のハンダ付けが老眼の私には難関でしたが OM から 

の指導を受けて何とか組立に成功しました。今回使用のキットは 2 エリアの OM が 

頒布されているものを使わせていただきました。 

 

これで簡単な回路で電圧降下を気にせずサブバッテリーを充放電できる目途がたちました。 



■6. サブバッテリーを選択 

それではサブバッテリーには何を使うか? 鉛

蓄電池であれば満充電することができます。そ

うなれば車内で安心して使えるシールドバッ

テリー型がより適しているでしょう。容量はセ

ルスタート時の電圧補償用であればゴク小さ

なものでよいのですが、出掛けた先での運用を

考えれば大きな容量も欲しいものです。ネット

で 5Ah のものより写真の 7.2Ah のものが 3

千円程度と安かったのでコレにしました。私の

場合移動運用電源と言っても最近では IC-

705 を使う場合が多く、そんなに大きな容量

の必要はありません。仮に 50W で送信すると

した場合FMモードなどでは少々足りませんが 

SSB などで短時間の運用ならこの容量でもそれなりにこなせるでしょう。 

 

セメント抵抗はサブバッテリーの残り容量

が少ない時に充電電流が流れ過ぎないよう

に入れています。今回は後部座席下に設置

しましたが、時に熱くなりますので設置場

所には十分な注意が必要です。 

 

 
理想ダイオードを利用したサブバッテリー回路 

モービル機の電圧補償にはこれで必要十分 

タッパーに入れた理想ダイオードユニット 



■7. まとめ 

車にキズつけないで粘着テープ等も使わずにモービル機を取付けることができ、アイドリングストップ

再始動時の電源ダウンも全く発生しなくなりました。また追加したサブバッテリーは移動運用電源とし

て車内に常設することができて非常に便利で快適です。 

 

サブバッテリーに容量が大きなバッテリーを使う場合、今回使った理想ダイオードキットでは 20A 以

上を扱えるようなので電流制限用セメント抵抗の値と耐電力を変えてやれば大きな出力での長時間運

用も可能になるでしょう。 

 

当初はモービル機電源の安定供給が目的でいろいろ試してみました。移動用電源の常設が可能となり一

石二鳥となり満足度は上々です。こうしてひと段落がついたところですが、使っているうちにもっと良

い環境が作れないか? と欲が出てきました。今後の発展について上手くいった時は本連載の記事で紹介

させていただこうと思っています。 

 


